
11．避難訓練における他者追従

中村栄治・小池則満・山本義幸

1．はじめに

　人や標識による避難誘導がなく、避難者が群集となり人流を形成して避難する場合、どのようにして避難路が

選択されるのであろうか。避難時には他者に追従して逃げるという同調の心理が働き、誤った方向への避難を誘

発する危険性が指摘されている［１］。愛知工業大学で実施された3000名ほどが参加する全学規模の避難訓練［２］

を研究対象に選び、他者追従が発生した瞬間をビデオで撮影し分析を試みた。

2．全学避難訓練

2.1　訓練の概要

　避難訓練は2018年11月８日に八草キャンパスで実施された。この訓練においては、緊急地震速報が11時45分に

発令されたとの想定のもと、授業を中断して一斉に学生と教職員は講義棟や実験・実習棟あるいは体育館から、

避難先に指定されているサッカー場へ避難する訓練である。図１に写真点群データで表したキャンパス全景［３］

を示す。キャンパスは東西800ｍほどの大きさで丘陵地に広がっており、キャンパスの西端から東端にかけてなだ

らかに標高が高くなり、東西両端で40ｍの高低差がある。実線で囲まれ星印が付与された広場が指定避難先であ

り、破線で囲まれた領域が講義棟や実験・実習棟からなる避難開始地点である。図２は訓練参加者が避難先に向

かう様子を隣接建物屋上から撮影した写真である。避難開始から20分ほどで訓練参加者全員が避難先に到着した。

2.2　避難経路

　訓練参加者は日ごろからキャンパスを利用している学生や教職員であるため、キャンパス内の地理に明るい。

各避難開始地点から避難先であるサッカー場へは誘導がなくても、誰も迷うことなく到着することができる。図

２に示すように、自然と同じ経路をたどる群集による人流が形成されることになる。

　図３は図１で二重線により囲まれた矩形領域を拡大した写真である。これは避難先に隣接する領域であり、各

避難開始地点から避難先を目指す訓練参加者は、主に２つのルート（ルートＡとルートＢ）を通り、この領域に

入ることになる。図３に示すように、サッカー場へと通じる階段は２つ（階段Ｎと階段Ｓ）があるが、これらの

図１　避難先と避難開始地点 図２　避難路の様子
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階段により、最終的にサッカー場へ入場するためには、階段Ｎを通るルートＮか、階段Ｓを通るルートＳの２つ

のルートのどちらかを選択することになる。

　階段Ｎは幅が1.8ｍであり、その中央部で２つに分割されている。一方、階段Ｓは幅が５ｍであり、４つに分

割されている。このように、階段Ｓは階段Ｎより幅が広いため、単位時間当たりより多くの人流が通過すること

ができる。2016年の避難訓練［４］においては、階段Ｓの最大通過人数は200人/分であったのに対し、階段Ｎの

それは80人/分であった。本稿においては、これらの最大通過人数を各階段における許容可能な人流量として扱う。

3．他者追従

3.1　人流の実際

　ルートＡまたはルートＢ通ってきた訓練参加者の流れは、それぞれ階段Ｎを通るルートＮと階段Ｓを通るルー

トＳに分流する可能性がある。図４と図５に示すグラフは、横軸を避難開始からの経過時間とし、縦軸について

は各ルートを通過した訓練参加者数とした場合の、通過者数の時間変化を表している。図４においては、ルート

Ａから階段Ｓに向かいルートＳを選択した人流（Ａ→Ｓ）を塗りつぶした棒で示し、ルートＡから階段Ｎに向か

いルートＮを選択した人流（Ａ→Ｎ）をハッチングした棒で示してある。横方向の破線は階段Ｎの人流許容量（80

分/人）を表している。図５においては、ルートＢから階段Ｓに向かいルートＳを選択した人流（Ｂ→Ｓ）を塗

りつぶした棒で示し、ルートＢから階段Ｎに向かいルートＮを選択した人流（Ｂ→Ｎ）をハッチングした棒で示

してある。横方向の破線は階段Ｓの人流許容量（200分/人）を表している。

　図４に示すように、経過時間が４分台において、ルートＡから階段Ｓを目指す流れと、ルートＡから階段Ｎを

目指す流れが急に逆転している。３分台においては、ルートＡを通過した者は全員が階段幅の広い階段Ｓを目指

したが、４分台に入ると、一部のものが階段幅の狭い階段Ｎに向かい始め、その後、階段Ｎを通過する人数は人

流許容量まで増していき、逆に階段Ｓに向かう者が急減している。一方、ルートＢからの訓練参加者については

（図５）、全員が階段幅の広い階段Ｓに向かい、その勢いが９分台の許容人流量を超えるまで増えることになる。

僅かなら、７〜10分台にかけて階段Ｎに向かう者がいる程度である。11分台において初めて40名弱のものが階段

Nに向かっている。

図３　避難先への階段と避難ルート
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3.2　他者追従を誘起するトリガ

　上述したように、ルートＡにおいては突然、幅の狭い階段Ｎへの流れが発生し、幅の広い階段Ｓに向かうこと

なく、その流れに続くものが増えている（図４の４分台）。このように人流が変化した要因をビデオ映像から探

る。この時間帯における階段Ｎの登り口を中心に撮影したビデオ映像から抽出したフレーム画像を図６〜図８に

示す。図６は階段Ｎへの人流が発生する直前（４分23秒経過時）での様子である。ルートＡからの人流はすべて

階段Ｓへと向かっている（画像では右方向）。図７は階段Ｓへ向かう人流の中から４名が横断歩道上で踵を返し

て階段Ｎを登り始めた様子である（４分30秒経過時）。図８は図７の８秒後における様子であり（４分38秒経過時）、

先の４名に追従して階段Ｎへ向かう流れができ始めている状況を示している。その後、階段Ｎへ向かう流れが続

くことは図４に示したとおりである。

　４分38秒が経過した時点において、４人でグループを構成した訓練参加者が階段Ｓに向かう人流に属した状態

で横断歩道を通過しながらも、左手に位置する階段Ｎに１名が気づき、４名全員で逆戻りして階段Ｎに向かうこ

とになった。階段Ｓが極端に混雑しているわけではないため、４名が階段Ｓに向かうのを中断し階段Ｎを選択し

た理由は不明であるが、その後、４名が階段Ｎを登っていく様子を目撃したルートＡからの訓練参加者が後に続

くことになった。その流れが次第に大きくなり大多数が階段Ｎを選択することになった。４名が他者追従を誘起

するトリガとなり、追従の流れが増え続け、ルートＡから階段Ｎへの流れが定常化し、400名ほどの者が追従す

る結果となった（図４）。

　ビデオ映像では視野が限定されるため、追従事象が生起した前後の様子を広範囲で把握するために、図４と図

５の結果を反映したシミュレーションで再現した。図９は追従が発生する直前（４分23秒経過時）、図10は追従

が発生した直後（４分38秒経過時）での様子である。図９と図10からも、階段Ｓへ向かう人流が、４名がトリガ

となり、階段Ｎへの人流へと変わっていることが確認できる。

図４　ルートＡの分流時間変化 図５　ルートＢの分流時間変化

図６　追従発生直前 図７　追従誘起トリガ 図８　追従発生直後
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3.3　追従性に基づいた吸着誘導法

　［５］によれば、避難誘導は誘導者による避難路や避難方向を指し示す指差誘導法と、誘導者が一部の避難者

を引き連れて避難路を進む吸着誘導法に大別できる。指差誘導法は避難者全員に対しての指示となるが、吸着誘

導法は避難者の他者追従性を積極的に利用した誘導法であり、一部の避難者のみへの指示でよい。［１］によると、

大規模な都市型の避難においては、避難場所を把握している避難者の割合が５％以上であれば、追従性により避

難時間の短縮が顕著になることがシミュレーションにより示されており、避難場所を周知させる防災教育の重要

性を指摘している。

　3.2節で述べた大半の訓練参加者が避難場所を把握している避難訓練において、他者追従行動を誘起した４名

を誘導者と見立てると、その100倍もの避難者を誘導者が選択した避難経路に沿い誘導できたと考えることがで

きる。つまり、等質な避難知識を持っている集団の避難行動においては、誘導者は避難者の１％ほどでも十分で

ある場合もあることを示している。このことからも、避難場所を周知させる重要性が認識されるとともに、避難

知識の等質性が高い集団からなる避難ほど、少ない人員の割合での避難誘導が可能であることを示している。

4．まとめ

　避難場所が周知された状況での避難訓練において、４名からなるグループによる偶然の進路変更がトリガとな

り、このグループを400名ほどが追従する流れとなる事象を観察した。避難者の他者追従性に基づいた吸着誘導

法の視点から、避難知識を備えた同質性の高い集団における避難においては、少数の誘導者が極めて多くの人員

を、誘導者が指定する避難路をたどって避難させることができる可能性について述べた。
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図９　追従発生直前 図10　追従発生直後

― 58 ―

愛知工業大学　地域防災研究センター　年次報告書　vol.15／平成30年度


	防災15号研究報告11(p55-p58)-55
	防災15号研究報告11(p55-p58)-56
	防災15号研究報告11(p55-p58)-57
	防災15号研究報告11(p55-p58)-58

